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太
平
洋
戦
争

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
終
戦
―
―

69
年
前
、

こ
の
場
所
で
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は
中
学
１
年
の
時
、
父
を

空
襲
で
亡
く
し
、
目
の
前

で
友
の
死
に
遭
遇
し
ま
し
た
。

私
の
長
い
人
生
の
中
で
、
戦

争
に
よ
る
こ
の
時
の
体
験
は
、

忘
れ
よ
う
と
し
て
も
決
し
て
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

私
は
、昭
和
20

年
５
月
13

日
、

米
軍
機
に
よ
る
折
口
地
区
の
空

襲
で
、
父
を
亡
く
し
ま
し
た
。

弟
が
生
ま
れ
て
２
カ
月
が
経
っ

た
ば
か
り
の
こ
ろ
で
し
た
。

当
時
、
私
は
旧
制
の
川
内
中

学
に
列
車
で
通
学
し
て
い
ま
し

た
が
、
父
も
海
軍
航
空
隊
に
通

う
た
め
、
毎
日
、
出
水
ま
で
列

車
で
通
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
日
は
日
曜
日
で
、
近
所

の
友
だ
ち
と
遊
ん
で
い
た
際
に

誰
か
ら
か
「
謙
一
、
お
前
の
親

父
が
死
ん
で
帰
っ
て
来
て
い
る

ぞ
」と
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

最
初
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
不
安
に
な
り
急
い
で
家

に
帰
り
ま
し
た
。

帰
っ
て
み
る
と
父
が
横
た

わ
っ
て
お
り
、
体
に
は
ま
だ
、

ぬ
く
も
り
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

線
路
横
の
側
溝
で
頭
を
低
く

私■
父
の
死
、
友
の
死

太平洋戦争　昭和20年８月15日終戦

町区　船元謙一さん(81)

６９年前、 この場所で
「阿久根の空襲」 （平成14年３月阿久根市発行） をもとに取材 ・再編集

ダグラスＡ-20型爆撃機

昭和20年８月12日午後３時
30分ごろに阿久根市街地を
空襲した米軍機。27機が来
襲。全長は14.63ｍで、前
方に50㎜口径機関銃を６門
装備し、250ﾎﾟﾝﾄﾞﾃﾙﾐｯﾄ焼
夷弾を４発内部搭載。両翼
にはﾅﾊﾟｰﾑ弾のﾀﾝｸをそれぞ
れ装備していました。

「あの時、列車が後ろのトンネルまで避難できていれば、友は死なずにすんだのに」
と神之田踏切で無念そうに話す船元謙一さん。写真撮影後、おれんじ鉄道の列車
が、ここからトンネルまでをわずか２、３秒ほどで通過していました。

昭和20年８月12日の阿久根空襲の写真。850戸の家屋が全焼し、14名が死亡した。

▲市街地全域から立ちのぼる黒煙。

t写真上部に田野澱粉化工場（現在の市役所付近）とみられる建物と周辺の住宅
が炎上している様子がわかる。
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今年、神奈川から田代小に転校して
来ました。あくまき作りやマテ貝採り、
習字、水泳など初めて体験することば
かりで、毎日がすごく楽しいです。
また、田代のスイカ？のおかげで、
二重跳びが30回も跳べるようになりま
した。
運動会では一輪車の発表があるの

で、上手に乗れるように夏休みはがん
ばりたいです。

ひと言

小お

野の

寺で
ら

優ゆ

麻ま

南な

さ
ん

田
代
小
５
年

今月の題字 ■
８
月
12
日
、

終
戦
直
前
の
阿
久
根
空
襲

し
て
身
を
か
が
め
、
銃
撃
を
避
け
よ
う

と
し
て
い
た
父
の
体
に
は
、
銃
弾
が
お

尻
か
ら
局
部
を
抜
け
て
腹
部
を
え
ぐ

り
、
肩
近
く
ま
で
達
し
て
い
ま
し
た
。

父
が
空
襲
を
受
け
た
の
は
、
土
曜
日

の
当
直
の
帰
り
の
列
車
で
、
午
前
８
時

40

分
ご
ろ
現
在
の
牟
田
踏
切
を
通
り
抜

け
た
付
近
で
米
軍
機
の
機
銃
掃
射
を
受

け
た
そ
う
で
す
。
突
然
の
空
襲
で
亡
く

な
っ
た
父
は
、
さ
ぞ
無
念
で
あ
っ
た
ろ

う
と
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
こ
の
約
一
カ
月
後
の
６
月

26

日
、
再
び
空
襲
で
、
学
友
で
あ
る
上

級
生
二
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

学
校
帰
り
の
列
車
で
、
西
方
海
岸
の

沖
合
に
飛
行
機
が
船
を
攻
撃
し
て
い
る

の
が
見
え
ま
し
た
。
列
車
に
乗
っ
て
い

た
私
た
ち
は
、空
襲
警
報
が
鳴
ら
な
か
っ

た
の
で
、
日
本
機
が
演
習
を
し
て
い
る

も
の
と
思
い
、
列
車
か
ら
身
を
乗
り
だ

し
、
そ
の
光
景
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

大
川
駅
を
過
ぎ
た
こ
ろ
、
飛
行
機
が

こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
来
た
の

で
、
窓
際
に
集
ま
り
、
盛
ん
に
手
を
振

り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
近
く
に
飛
ん
で
来
た
飛

行
機
を
よ
く
見
る
と
、
日
本
機
で
は
な

く
米
軍
機
で
し
た
。

「
し
ま
っ
た
」
と
思
い
ま
し
た
が
、

米
軍
機
は
す
で
に
旋
回
し
、
列
車
に
向

け
て
機
銃
掃
射
を
し
て
き
ま
し
た
。

激
し
い
攻
撃
を
受
け
た
列
車
は
、
ト

ン
ネ
ル
の
200

ｍ
ほ
ど
手
前
、
現
在
の
神

之
田
踏
切
付
近
で
止
ま
り
、
私
た
ち
は

ク
モ
の
子
を
散
ら
す
よ
う
に
近
く
の
山

や
列
車
の
下
に
逃
げ
込
み
ま
し
た
。

上
空
か
ら
は
情
け
容
赦
な
い
機
銃
掃

射
が
続
き
、
ま
ず
、
二
級
上
の
的
場
君

が
悲
鳴
と
と
も
に
倒
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
友
を
助
け
よ
う
と
近

寄
っ
た
神
川
君
が
銃
弾
を
受
け
て
即
死
。

下
水
に
う
つ
伏
せ
に
な
っ
て
倒
れ
て
い

る
の
が
見
え
ま
し
た
が
、
私
に
は
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

米
軍
機
が
去
り
、
避
難
し
て
い
た
山

か
ら
降
り
て
来
た
と
こ
ろ
、
的
場
君
が

痛
々
し
い
姿
で
倒
れ
て
お
り
、
声
を
か

け
る
と
、「
近
く
に
親
戚
が
い
る
か
ら
、

知
ら
せ
て
く
れ
」と
懇
願
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
急
い
で
こ
の
こ
と
を
知
ら
せ
に

行
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
軍

用
ト
ラ
ッ
ク
が
通
り
か
か
り
、
家
族
や

親
戚
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

的
場
君
は
そ
の
後
、
内
山
病
院
で
手

当
て
を
受
け
ま
し
た
が
、
治
療
の
甲
斐

も
な
く
、
亡
く
な
り
ま
し
た
。

戦
３
日
前
の
昭
和
20

年
８
月
12

日
、
私
は
友
人
と
二
人
、
羽
田
区

で
遊
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
山
手
の
方
か

ら
米
軍
機
の
大
編
隊
が
、
阿
久
根
市
街

地
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
行
く
の
が
見
え

ま
し
た
。
間
も
な
く
し
て
、
街
か
ら
大

き
な
火
煙
が
舞
い
上
が
り
始
め
ま
し
た
。

市
街
地
に
あ
る
自
宅
に
行
こ
う
と
し

ま
し
た
が
、
火
の
海
で
あ
っ
た
た
め
、

そ
の
日
は
友
人
宅
に
泊
ま
り
ま
し
た
。

一
夜
明
け
、
人
づ
て
で
家
族
が
リ
ヤ

カ
ー
を
引
っ
張
っ
て
山
下
の
方
に
避
難

し
た
こ
と
を
聞
き
、
無
我
夢
中
で
リ
ヤ

カ
ー
の
車
輪
跡
を
探
し
回
り
ま
し
た
。

運
よ
く
遠
矢
区
の
知
人
宅
に
避
難
し

終

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
再
会
。
そ
し

て
、
２
日
後
、
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

自
宅
は
全
焼
し
て
い
た
た
め
、
数
カ

月
間
は
遠
矢
区
の
知
人
宅
か
ら
川
内
の

学
校
へ
通
い
ま
し
た
が
、
諸
事
情
に
よ

り
、
学
校
は
中
退
し
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
空
襲
体
験
以
外
に
も
、

嫌
と
言
う
ほ
ど
の
空
襲
や
苦
難
を
乗
り

越
え
て
き
ま
し
た
が
、
幸
運
に
も
、
こ

こ
ま
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
亡
く

な
っ
た
父
や
友
が
見
守
っ
て
く
れ
て
い

た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

来
年
で
戦
後
70

年
。
二
度
と
こ
の
よ

う
な
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

も
、
恐
ろ
し
い
こ
の
戦
争
の
記
憶
を
風

化
さ
せ
ず
、平
和
な
世
界
を
訴
え
続
け
、

命
を
大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
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協
賛
金

募

集

市
民
の
力
で

盛
大
な
〝
美
ど
こ
い
〟の
花
火
大
会
に
！

阿久根みどこい祭りは、
10月11日(土) ・ 12日(日)開催
　

4Akune

年
の
花
火
大
会
は
、
〝
美
ど
こ
い
花

火
大
会
〞
と
称
し
て
、
10

月
12

日
㈰

に
開
催
し
ま
す
。

北
薩
地
区
で
唯
一
、
秋
に
行
わ
れ
る
花

火
大
会
と
な
り
ま
す
。
実
行
委
員
会
で

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
規
模
で
「
花
火
」

を
打
ち
上
げ
、
来
場
者
の
皆
さ
ま
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
例
年
い
た
だ
い
て
い
る
地
元

企
業
な
ど
か
ら
の
協
賛
金
だ
け
で
な
く
、

市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
市
外
に
居
住

さ
れ
て
い
る
本
市
出
身
者
の
皆
さ
ま
も
協

賛
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
花
火
に
個
人
の
タ
イ
ト
ル
を
つ

け
ら
れ
る
記
念
花
火
（
８
号
玉
１
発
、
３

万
円
）
も
募
集
し
ま
す
。

■
協
賛
金
額

金
額
は
自
由
。
３
千
円
以
上
で
お
名
前

今

を
チ
ラ
シ
に
掲
載
し
ま
す
。

■
協
賛
方
法

口
座
振
込
ま
た
は
阿
久
根
商
工
会
議
所

へ
直
接
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
集
金
に
伺

い
ま
す
。

■
入
金
締
切

９
月
26

日
㈮
ま
で

■
振
込
口
座

鹿
児
島
銀
行
　
阿
久
根
支
店

普
通
預
金
　
番
号
２
１
６
５
８

阿
久
根
商
工
会
議
所

会
頭
　
下
園
満
（
し
も
ぞ
の 

み
ち
る
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
商
工
会
議
所

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
１
８
５

℻
０
９
９
６
（
７
２
）
１
１
８
６

月
11

日
㈯
に
、
阿
久
根
駅
前
か
ら

大
丸
町
ま
で
の
国
道
３
号
で
開
催

す
る
「
見
ど
こ
い
パ
レ
ー
ド
」
「
み
ど

こ
い
ハ
ン
ヤ
総
踊
り
」
の
参
加
団
体
を

募
集
し
ま
す
。

■
見
ど
こ
い
パ
レ
ー
ド
（
午
後
５
時
〜
）

演
奏
や
ダ
ン
ス
な
ど
を
歩
行
者
天
国

で
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
み
ど
こ
い
ハ
ン
ヤ
総
踊
り

（
午
後
６
時
〜
）

職
場
や
地
域
、
友
人
な
ど
で
踊
り
連

を
つ
く
っ
て
、
一
緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か
。

■
申
込
締
切
　
９
月
10

日
㈬
ま
で

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
　
商
工
観
光
課

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
１
４

℻
０
９
９
６
（
７
２
）
２
０
２
９

10

パ
レ
ー
ド
・

ハ
ン
ヤ
総
踊
り

参
加

募
集

子
園
」
に
初
め
て
出
場
し
、
今
回
開
発

し
た
コ
ロ
ッ
ケ
を
売
り
込
む
予
定
で
す
。

※イベントの詳細は、９月号でお知らせします。
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翔
高
校
生
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
３
年

Ａ
組
の
豚
味
噌
入
り
コ
ロ
ッ
ケ
が

完
成
し
、
７
月
25

日
、
関
係
者
出
席
の

も
と
、
に
ぎ
わ
い
交
流
館
阿
久
根
駅
で

完
成
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
発
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
お
し
ゃ
れ

な
阿
久
根
駅
で
、
高
校
生
が
食
べ
た
い

鶴

メ
ニ
ュ
ー
」。

開
発
の
き
っ
か
け
は
、
今
年
４
月
に

鶴
翔
高
校
で
行
わ
れ
た
「
市
長
と
語
る

会
」
で
、
生
徒
か
ら
「
阿
久
根
駅
で
高

校
生
が
気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー

が
ほ
し
い
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た

た
め
、
ア
ク
ネ
大
使
で
、
料
理
研
究
家

の
平
野
ル
ミ
子
先
生
に
監
修
を
お
願
い

し
、
鶴
翔
高
校
の
生
徒
と
、
地
元
の
食

品
加
工
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
阿
久
根
生
き

生
き
エ
コ
倶
楽
部
が
共
同
で
商
品
開
発

を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

完
成
発
表
会
の
あ
と
、
開
発
に
携

わ
っ
た
高
校
生
た
ち
が
販
売
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
１
時
間
ほ
ど
で
完
売
す
る
ほ

ど
の
人
気
で
し
た
。

鶴
翔
コ
ロ
ッ
ケ
の
開
発
に
携
わ
り
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
も
手
掛
け

た
３
年
生
の
濵
﨑
綾
乃
さ
ん
は
、「
プ

レ
ー
ン
味
が
オ
ス
ス
メ
。
豚
味
噌
と

ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
の
相
性
が
抜
群
で
す
」

と
自
信
満
々
の
様
子
で
し
た
。

現
在
、
鶴
翔
コ
ロ
ッ
ケ
は
、
に
ぎ
わ

い
交
流
館
阿
久
根
駅
で
販
売
し
て
お

り
、豚
味
噌
プ
レ
ー
ン
味
、豚
味
噌
チ
ー

ズ
味
、
豚
味
噌
カ
レ
ー
味
の
３
種
類
が

一
つ
ず
つ
３
個
入
り
の
セ
ッ
ト
で
200

円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

８
月
23

、
24

日
に
福
岡
市
の
博
多
阪

急
で
開
催
さ
れ
る
、
九
州
各
県
の
農
業

高
校
や
水
産
高
校
の
高
校
生
が
自
慢
の

一
品
を
販
売
し
て
競
う
「
う
ま
ち
か
甲

子
園
」
に
初
め
て
出
場
し
、
今
回
開
発

し
た
コ
ロ
ッ
ケ
を
売
り
込
む
予
定
で
す
。

年
に
引
き
続
き
、
鶴
翔
高
校
と
南

九
州
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
肥
薩

お
れ
ん
じ
鉄
道
が
協
力
し
て
開
発
し
た
、

ミ
カ
ン
味
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

「
お
れ
ん
じ
色
の
幸
せ
」（
86

円
）
を
７

月
15

日
か
ら
鹿
児
島
・
宮
崎
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
334

店
と
に
ぎ
わ
い
交
流
館

阿
久
根
駅
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

売
り
切
れ
次
第
、
販
売
終
了
で
す
の

で
、お
早
目
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

昨 ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

「
お
れ
ん
じ
色
の
幸
せ
」

フ
ァ
ミ
マ
と
阿
久
根
駅
で
販
売

鶴
翔
高
校

創
立
10
周
年

特　集
第３回

「３
年
Ａ
組
の
」

豚
味
噌
入
り

tミカン味の
アイスキャン
ディー「おれん
じ色の幸せ」

８６円

▲監修をされた平野ルミ子先生（左端）

２００円
（１皿３個入り）

★
コ
ロ
ッ
ケ
の
味
の
見
分
け
方

トン子

トンチー

トンピリ

プレーン味には

緑色のアオサの

パウダー付

チーズ味には

白いココナッツ

のパウダー付

カレー味には

赤いパプリカの

パウダー付
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まちの話題　みんなのアルバム

左からＡＦＣポルトスの山道美琴さん、坂松
麗伽さん、新塘陸空さん、西平良将市長

Ａ
Ｆ
Ｃ
ポ
ル
ト
ス
所
属
の

３
人
が
県
代
表
選
手
に

Ｆ
Ｃ
ポ
ル
ト
ス
所
属
の
新
塘
陸
空

さ
ん
（
阿
久
根
小
６
年
）、
坂
松
麗

伽
さ
ん
（
同
校
６
年
）
と
山
道
美
琴
さ

ん
（
東
出
水
小
６
年
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ

サ
ッ
カ
ー
の
県
代
表
選
手
に
選
出
さ
れ
、

７
月
28

日
、
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

新
塘
さ
ん
は
、
７
月
26

、
27

日
に
行

わ
れ
た
「
ア
ビ
ス
パ
福
岡
ア
カ
デ
ミ
ー

Ｕ
‐
12

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
Ｍ
Ｆ
・

Ｄ
Ｆ
と
し
て
出
場
し
て
九
州
各
県
代
表

と
対
戦
し
、
活
躍
し
ま
し
た
。

坂
松
さ
ん
と
山
道
さ
ん
は
、
８
月
23

、

24

に
開
催
予
定
の
「
平
成
26

年
度
九
州

ト
レ
セ
ン
女
子
Ｕ
‐
12

」
に
出
場
し
ま

す
。
３
人
と
も
県
代
表
の
中
心
選
手
と

し
て
、今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ａ

49

回
阿
久
根
市
小
学
校
水
泳
記

録
会
が
、
７
月
24

日
に
Ｂ
＆
Ｇ

プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
各
小
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
子

ど
も
た
ち
は
、
保
護
者
や
先
生
な
ど

の
大
き
な
声
援
を
一
身
に
受
け
て
、

懸
命
に
泳
い
で
い
ま
し
た
。

な
お
、
主
な
大
会
記
録
は
、
表
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

第 阿
久
根
小
が
昨
年
に
続
き

３
種
目
で
大
会
新
記
録

◇大会記録	 （※記録の前の★は大会新記録、○は大会タイ記録）

種　　目 氏　　名　　（学　　校） 記　　録

５年男子25ｍ自由形 森　山　竣　太（山 下 小） 21秒７

５年女子25ｍ自由形 前　田　優　花（阿久根小） 22秒８

５年男子25ｍ平泳ぎ 川　上　力　矢（脇 本 小） 32秒３

５年女子25ｍ平泳ぎ 桐　野　美　鈴（脇 本 小） 29秒４

５年男子25ｍ背泳ぎ 杉　本　哲　平（阿久根小） 28秒５

５年女子25ｍ背泳ぎ 野　村　芽　依（大 川 小） 29秒１

５年男子50ｍ自由形 野　添　流　聖（阿久根小） 38秒８

５年女子50ｍ自由形 弓　場　美　貴（阿久根小） 44秒６

５年男子50ｍ平泳ぎ 野　添　流　聖（阿久根小） 48秒９

５年女子50ｍ平泳ぎ 桐　野　美　鈴（脇 本 小） １分02秒７

５年女子50ｍ背泳ぎ 猿　楽　明　花（阿久根小） 44秒０

５年男子50ｍバタフライ 木　下　翔　斗（阿久根小） 50秒２

５年女子50ｍバタフライ 猿　楽　明　花（阿久根小） ○ 42秒４

６年男子50ｍ自由形 樺　山　翔　真（西 目 小） 45秒２

６年女子50ｍ自由形 前　田　希乃華（脇 本 小） 43秒９

６年男子50ｍ平泳ぎ 新　藏　水　空（阿久根小） 48秒６

６年女子50ｍ平泳ぎ 前　濱　あいみ（阿久根小） 58秒５

６年男子50ｍ背泳ぎ 新　坂　勇　翔（阿久根小） 43秒３

６年女子50ｍ背泳ぎ 花　田　知　優（山 下 小） 50秒５

６年男子50ｍバタフライ 倉　津　麗　来（阿久根小） ★ 37秒１

６年女子50ｍバタフライ 波　留　歩　美（阿久根小） 45秒２

６年男子100ｍ自由形 倉　津　麗　来（阿久根小） １分09秒３

６年女子100ｍ自由形 尾　上　愛　美（折 多 小） １分41秒９

６年男子100ｍ平泳ぎ 新　藏　水　空（阿久根小） １分45秒９

６年女子100ｍ平泳ぎ 波　留　歩　美（阿久根小） １分44秒６

男子200ｍリレー
阿久根小

（新坂勇翔，倉津麗来，
新藏水空，馬見塚巧樹）

★ ２分26秒４

女子200ｍリレー
阿久根小

（猿楽明花，堀切千愛，
波留歩美，弓場美貴）

２分53秒０

男子200ｍメドレーリレー
阿久根小

（新坂勇翔，倉津麗来，
新藏水空，馬見塚巧樹）

★ ２分47秒７

女子200ｍメドレーリレー
阿久根小

（猿楽明花，波留歩美，
前濱あいみ，弓場美貴）

３分14秒２

第49回
阿久根市小学校
水泳記録会
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崎
小
学
校
で
７
月
２
日
、
今

年
で
二
回
目
と
な
る
尾
崎
・

田
代
・
大
川
小
学
校
の
３
校
の
全

校
児
童
に
よ
る
集
合
学
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
学
年
ご
と
に

分
か
れ
て
音
楽
や
国
語
、
図
工
の

授
業
を
受
け
た
り
、
水
泳
の
授
業

で
は
、
全
児
童
で
イ
カ
ダ
リ
レ
ー
を
し

た
り
、
昼
休
み
に
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を

し
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。

初
め
は
、
緊
張
や
照
れ
か
ら
会
話
が

少
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
時
間
の

経
過
と
と
も
に
仲
良
く
な
り
、
い
つ
も

と
違
う
大
人
数
の
授
業
に
笑
み
が
こ
ぼ

れ
て
い
ま
し
た
。

尾わくわくドキドキ！三校集合学習
尾崎 ・ 田代 ・ 大川小

３
キ
ロ
の
距
離
を
、
１
時
間
40

分
で
全

員
無
事
に
完
泳
し
ま
し
た
。

初
め
て
阿
久
根
大
島
か
ら
遠
泳
し
た

折
多
小
６
年
の
福
永
梨
乃
さ
ん
は
、「
大

変
だ
っ
た
け
ど
、
い
い
経
験
が
で
き
ま

し
た
」
と
笑
顔
で
自
信
た
っ
ぷ

り
に
話
し
、
充
実
感
に
満
ち
て

い
ま
し
た
。

の
日
に
ち
な
ん
だ
海
の
子
カ
ー

ニ
バ
ル
が
、
７
月
21

日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
小
中
学
生
41

名
が
参
加

し
、
８
年
ぶ
り
に
阿
久
根
大
島
海
水

浴
場
か
ら
五
色
ヶ
浜
海
岸
ま
で
の
約

海

▲平成18年以来、８年ぶりに
阿久根大島海水浴場からの遠
泳となった第30回大会

第30回
海の子
カーニバル
８年ぶりに
阿久根大島
約３㎞
全員完泳

まちの話題　みんなのアルバム
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脇
本
小
３
年
生
以
上
44
名
が

31
年
目
の
伝
統　

遠
泳
大
会
で
無
事
完
泳

第
27
回
豊
か
な
海
づ
く
り
放
流
祭

山
下
小
児
童
が
マ
ダ
イ
と
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
放
流

シーサイド
ステーション in 阿久根
（エフエム鹿児島主催）

まちの話題　みんなのアルバム

ラジオの公開生放送に

ビーチバレーも大盛況

７月19日、エフエム鹿児島主催の『シーサイドステーショ
ンin阿久根』が脇本海水浴場で開催されました。
当日は天気にも恵まれ、子どもから大人まで約300名が、
ラジオ公開生放送やビーチバレー大会、２ピースバンド
「タオルズ」によるライブ、宝探し大会、ビーチフラッグ
大会などの催しを楽しんでいました。

▲ラジオ公開生放送で、「タオルズ」
ボーカル・ギターの西田遼二さん
は、「ウニが大好きなので、今度、
阿久根のウニ丼を食べに来ます」と
話し、トークを盛り上げていまし
た。また、ビーチバレー大会には、
17チーム68名が参加し、熱戦を繰り
広げていました。

伝統行事 稚魚放流

７月６日、脇本小学校ＰＴＡ主催

の遠泳大会が深田港から脇本浜港ま

での脇本湾内のコースで行われまし

た。同校で31年続く伝統行事。

保護者や先生が見守る中、事前の

検定試験に合格した３年生以上44名

の子どもたちが、200ｍ、500ｍ、１

㎞のコースを無事完泳しました。

７月14日、北さつま漁協主催の『第

27回豊かな海づくり放流祭』が阿久

根漁港新港で開催され、山下小学校

３～６年生の36名がマダイとヒラメ

の稚魚を約2,000匹放流しました。

子どもたちは魚を放流する際、「大

きく育て」とかけ声をかけながら見

送っていました。



9 Akune

まちの話題
みんなのアルバム

体験入学

田代小の自然あふれる
『ふれあいキャンプ』に大満足
田代小学校の「ふれあいキャンプ」が、７月26

日、27日の２日間の日程で行われました。特認校
生・山村留学生を呼び込むために体験入学を兼ね
て実施しているキャンプで、今年は校区外から13

家族が参加しました。
参加者は、鷹首山登山や川遊び、カブト虫探し、
コイのつかみどり、スイカ割り、ソーメン流しな
ど、田代の自然を生かした体験に大満足のようで
した。
校区外から参加されたという保護者に感想を
伺ったところ、「参加して本当に良かったです。
また来たいです」とうれしそうに話していました。

７月27日、尾崎区村づくり委員会主
催の「尾崎区自然と親しむ会」が同区
の公民館や公民館周辺の河川で開催さ
れました。
公民館そばを流れる山下川では、地
元の子どもたちが大勢参加し、川魚釣
りやコイのつかみ取りなどで大ハシャ
ギしていました。

地域交流 親
子
で
ふ
れ
あ
い
、
高
齢
者
と
交
流

第
９
回
尾
崎
区
自
然
と
親
し
む
会

盛
夏
の
夕
べ

波
留
区
菅
原
神
社
の
六
月
燈

７月23日、尻無区の肥薩おれんじ鉄道沿

いの土手一面に自生した約2,000本のカノコ
ユリが見ごろを迎えていました。

毎年、市内外の写真愛好者らが、おれん

じ鉄道の列車と一緒に写真に収めようと、

大勢訪れるため、近くに住む大田常一さん

は、見物人に喜んでもらえるようにと、雑

草を刈る等して手入れを行っています。

見どころ

イベント

沿線の景色を彩る
カノコユリが今年も満開

毎年恒例、波留区主催の六月

燈が７月26日、菅原神社で開催

されました。

神社内に設けられた特設ス

テージでは、地元の子どもたち

や高齢者などによる合唱や踊

り、三味線、五つ太鼓の演奏、

抽選会などが行われたほか、境

内では焼き鳥やかき氷、射的、

ヨーヨーすくいなどの夜店もな

らび、大勢の家族連れなどでに

ぎわっていました。
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阿久根市政ニュース
市の取り組みなどについてお知らせします。

９年ぶりに台風が阿久根市上陸
大雨被害も
７月10日、本市付近に台風８号が上陸しました。大雨

後ということで、被害が心配されましたが、東シナ海上
で勢力が弱まり、幸い大きな被害は出ませんでした。
市では、事前に災害対策本部を設置し、市内全域に避

難準備情報を発表するとともに、避難所を開設して避難
される方を受け入れました。さらに、万一の災害に備え、
市職員、消防団などが昼夜を問わず警戒にあたりました。
市民の皆さまにおかれましては、今後も災害に対する

備えをお願いいたします。

阿久根市に

台風８号上陸

阿久根市長選挙の投票日が
１２月２１日(日)に決定
平成27年１月15日任期満了に伴う阿久根市長選挙の期

日が決定しました。なお、立候補予定説明会の日時は、
後日、広報紙および防災無線でお知らせします。
◇投票日　12月21日㈰
◇告示日　12月14日㈰
◇期日前投票　12月15日㈪～12月20日㈯
※問い合わせ先
阿久根市選挙管理委員会　事務局
☎０９９６－７３－１２６７（直通）

阿久根市長選挙

投票日決定

阿久根市と鹿相信、 鹿国大が
地域活性化をめざして覚書締結
７月19日、にぎわい交流館阿久根駅で、鹿児島相互信

用金庫、鹿児島国際大学、阿久根市が協力して本市の観
光資源などを調査し、まちの活性化策をまとめる事業の
覚書の締結式が行われました。
今後、鹿国大で地域経済専攻の学生27名が、鹿相信と

市から助成や情報提供などの協力を受けて、市内を踏査
し、情報収集・分析を行い、活性化策をまとめます。本
年度末までには提言書として市へ提出される予定です。

市の活性化へ

３者が覚書締結

あくねボンタンロードレース大会の
開催日が１２月７日(日)に決定
７月15日、第31回あくねボンタンロードレース大会実

行委員会が行われ、今年は12月７日㈰に開催することが
決定しました。大会の詳細については、後日、広報紙お
よび市のホームページ等でお知らせします。
※問い合わせ先
あくねボンタンロードレース大会実行員会　事務局
（阿久根市体育協会事務局内）
☎０９９６－７３－４６４９

ボンタンロードレース

大会開催日決定

大雨で土砂崩れを起こした尻無地区の市道

固い握手を交わす西平良将市長（左）、鹿相信の稲葉
直寿理事長（中）、鹿国大の津曲貞利学長（右）

ボンタン路を駆けぬける参加者

阿久根市役所　庁舎
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阿久根薩摩川内線が
都市計画に決定！

九州西回り自動車道の区間内で唯一、未だ都

市計画決定されていなかった阿久根薩摩川内

線が平成26年７月29日に決定しました。

それに伴い、右の縦覧場所で環境影響評価書を

縦覧することができます。

■縦覧期間（土日を除く）

平成26年８月29日㈮まで

午前８時30分～午後５時15分

■縦覧場所

・県土木部都市計画課

☎０９９－２８６－３６７８

・県北薩地域振興局　建設部建設総務課

☎０９９６－２５－５５４８

・都市建設課　都市計画係

☎０９９６－７３－１１９６（直通）

・薩摩川内市　建設部都市計画課

☎０９９６－２３－２１１１（代表）

南

▲西目ＩＣ（仮称）完成予想図。
t大川完成予想図。平成27年３月末
に阿久根北～阿久根間が完成予定で
す。同区間は、平成17年度に都市計
画決定の手続きを終えてから、約10

年間を要したことになります。

南九州西回り自動車道

第22期農業委員会スタート
会長に田嶋輝男氏

※問い合わせ先

阿久根市農業委員会事務局
☎０９９６－７３－１２４９（直通）

期満了に伴う阿久根市農業委員会委員選挙

は、届出のあった候補者の総数が選挙すべき

委員の定数を超えなかったため、８名が無投票の

当選となりました。

これに各関係機関から推薦された４名の委員を

任

第22期農業委員会委員の方々

加えた計12名により第22期農業委員会がスター

トし、７月25日に行われた第１回総会で、田嶋

輝男氏が会長に選出されました。

また、今回、女性農業委員として脇本地区の

坂口輝美氏が市議会推薦の委員として選任され

ました。

なお、第22期農業委員会委員は次のとおりで

す。

（敬称略）

■当選された委員

u冨永勝志u松下輝男u田嶋輝男u石坂務

u堂後善人u髙原熊夫u新穂敏憲

u㞍無濱俊幸

■選任された委員　…（　）は推薦機関名

u坂口輝美（市議会）u石原千代年（土地改良区）

u京田提樹（農協） u平田修二（農業共済）
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み
の
量
は
、
人
口
減
少
を

背
景
に
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
一
人
当
た
り
の
可
燃

ご
み
の
量
は
、
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

ご
み
処
理
量
お
よ
び
ご
み
処

理
経
費
の
節
減
の
た
め
、
家
庭

ご
み
で
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
る
『
生
ご
み
』
の
減
量
化
の

取
組
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
生
ご
み
は
本
来
、
堆

肥
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
有
用

資
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

貴
重
な
資
源
を
無
駄
に
し
な
い

た
め
、
市
で
は
市
内
６
地
区

（
潟
・
浜
・
寺
山
・
大
尾
・
遠

矢
・
栫
）
を
モ
デ
ル
地
区
に
指

定
し
て
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。な

お
、
モ
デ
ル
地
区
で
生
ご

み
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
等
を
利
用

ご

し
、
生
ご
み
処
理
を
さ
れ

て
い
る
家
庭
は
今
ま
で
通

り
、使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

６
モ
デ
ル
地
区
以
外
の

方
で
生
ご
み
堆
肥
化
に
興

味
の
あ
る
方
は
、
生
ご
み

処
理
機
購
入
に
対
し
て
の

助
成
や
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
の
モ
ニ
タ
ー
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課

環
境
対
策
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）

１
２
１
９
（
直
通
）

生ごみは燃やせばゴミ！ 生かせば資源です！

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

■
生
ご
み
の

出
し
方

①
生
ご
み

（
水
切
り
を
よ

く
す
る
）

t

②
保
管
容
器
に
入

れ
る

t

③
収
集
日
に
出
す

t

④
容
器
の
中
身
だ

け
を
収
集
す
る

t

※
①
〜
④
の
繰
り

返
し

※
し
っ
か
り
と
水
切
り
を
行
い
ま
す

発生する生ごみ
できた堆肥は市民の
皆さまに還元（予定）

堆肥化プラントで
堆肥にする

収集車が回収する収集容器に移す
保管容器に入れる

生ごみ堆肥化の流れ

モ
デ
ル
地
区
で
は
、
８
月
以
降
に
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す

生
ご
み
堆
肥
化

10
月
か
ら
市
内
６
地
区
で
生
ご
み
堆
肥
化
モ
デ
ル
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

生ごみを
資源に…

①

②
③

④
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月
号
は
「
う
そ
電
話
詐
欺
」
に
つ

い
て
で
す
。

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」「
振
込
め
詐
欺
」

「
還
付
金
詐
欺
」
な
ど
と
い
っ
た
特
殊

詐
欺
の
こ
と
を
鹿
児
島
県
で
は
、『
う

そ
電
話
詐
欺
』
と
称
し
て
い
ま
す
。

『
う
そ
電
話
詐
欺
』
の
手
口
は
、日
々

巧
妙
化
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
複
数
の
人
物
が
登
場
し
、
巧
み
な

話
術
で
だ
ま
す
「
劇
場
型
詐
欺
」
で
す
。

い
く
つ
か
事
例
を
挙
げ
ま
す
と
、

①
（
子
ど
も
や
肉
親
が
）
交
通
事
故
や

横
領
が
ば
れ
た
の
で
、
お
金
を
払
わ

な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
脅
し

て
お
金
を
払
わ
せ
る
。

②
あ
な
た
の
金
融
口
座
が
詐
欺
に
使

わ
れ
て
い
る
、
警
官
が
行
く
の
で

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
す
よ
う
に

言
い
、
確
認
の
た
め
に
と
暗
証
番
号

を
聞
き
出
す
。

③
年
金
事
務
所
を
か
た
り
、
年
金
の
還

付
金
を
受
け
取
る
に
は
手
数
料
が
必

要
と
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
。

④
還
付
金
を
入
金
す
る
た
め
に
、
携
帯

で
操
作
方
法
を
教
え
る
の
で
Ａ
Ｔ
Ｍ

に
行
く
よ
う
に
指
示
し
、
逆
に
お
金

今

を
だ
ま
し
取
る
。

⑤
以
前
、
被
害
に
遭
っ
た
お
金
を
取
り

返
す
た
め
に
は
、
別
の
物
を
買
う
こ

と
が
必
要
と
言
っ
て
、
新
た
な
社
債

等
を
買
わ
せ
る
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
手
口
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
考
え
れ

ば
、
怪
し
い
話
な
の
で
す
が
、
驚
い

て
慌
て
た
り
す
る
と
、
正
常
な
判
断

が
難
し
く
な
り
ま
す
。

お
金
の
搾
取
方
法
も
宅
配
便
や
レ

タ
ー
パ
ッ
ク
で
送
ら
せ
た
り
、
直
接
受

け
取
り
に
来
た
り
す
る
等
、
手
口
が

次
々
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
送
金
は
宅
配
便
、

レ
タ
ー
パ
ッ
ク
」「
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
」

「
携
帯
番
号
が
変
わ
っ
た
」「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
し
て
」
等
で
す
。

こ
の
よ
う
な
言
葉
が
出
た
ら
、
詐
欺

に
要
注
意
で
す
。
万
一
、
事
例
の
よ
う

な
電
話
が
来
た
ら
、
慌
て
ず
に
ま
ず
は

身
近
な
方
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
警

察
等
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
１
１（
代
表
）

（
内
線
１
１
１
２
）

給
さ
れ
る
方
は
、
毎
年
８
月
１
日

現
在
の
状
況
を
記
載
し
た
現
況
届

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
手
当
を
引
き
続
い
て
受
給

で
き
る
か
を
判
断
す
る
大
切
な
届
出
で

す
。
こ
の
届
出
が
な
け
れ
ば
、
受
給
資

格
が
停
止
し
、
８
月
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
提
出
期
限
　
８
月
29

日
㈮
ま
で

※
土
日
を
除
く

◇
受
付
時
間

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
７
時

◇
提
出
場
所

生
き
が
い
対
策
課
　
児
童
対
策
係

受

（
１
階
南
側
５
番
窓
口
）

◇
持
参
す
る
も
の

①
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
者

証
・
児
童
扶
養
手
当
証
書

②
印
鑑

③
平
成
26

年
１
月
１
日
現
在
で
阿
久
根

市
に
住
所
が
な
い
方
は
、
前
住
所
地

の
市
町
村
が
発
行
し
た
平
成
26

年
度

所
得
課
税
証
明
書

④
児
童
と
別
居
さ
れ
て
い
る
方
は
、
児

童
の
住
民
票
謄
本
（
全
世
帯
員
分
）

⑤
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者
の
方

は
、
健
康
保
険
証
（
申
請
者
本
人
）

⑥
児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止
適
用

除
外
事
由
届
出
書
お
よ
び
添
付
書
類

※
対
象
者
に
は
、郵
送
し
て
い
ま
す
。

（
緑
色
の
用
紙
）

な
お
、
③
・
④
に
つ
い
て
は
、
６
月

の
児
童
手
当
現
況
届
の
際
に
、
提
出
さ

れ
て
い
る
方
は
不
要
で
す
。

期
間
中
は
、
窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課
　
児
童
対
策
係

（
１
階
南
側
５
番
窓
口
）

☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
４
８（
直
通
）

【第４回】

消
費

生
活
コ
ー
ナ
ー

『
う
そ
電
話
詐
欺
』

ひとり親医療費助成金・
児童扶養手当の受給者

の方へ
大
事
な

手
続
き
で
す
ね
。

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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全
国
で
は
、
毎
年
３
万
人
近
く
の
人

が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

24

年
の
自
殺
者
数
は
、
鹿
児
島
県
は
364

人
、
阿
久
根
市
は
５
人
で
、
人
口
10

万

人
あ
た
り
の
自
殺
死
亡
率
は
、
県
が

21.6
、
本
市
が
22.4
で
す
。

市
で
は
平
成
22

年
度
か
ら
自
殺
予
防

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
県
や

国
に
比
較
し
て
も
高
い
数
値
と
な
っ
て

い
ま
す
。

自
殺
は
多
く
の
場
合
、
病
気
な
ど
の

健
康
問
題
や
失
業
、
借
金
な
ど
の
経
済

問
題
、
介
護
・
看
病
疲
れ
な
ど
に
よ
る

家
庭
問
題
な
ど
様
々
な
問
題
が
複
雑
に

絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
を
抱
え
て
「
心
理
的
に
追
い
込
ま
れ

た
末
の
死
」
で
あ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

市
や
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
こ
こ

阿
久
根
市
の
自
殺
者
数
は

県
や
国
に
比
べ
て
高
い
数
値
！

一
人
で
悩
ま
ず
に
、

ま
ず
は
相
談
を
！

ろ
の
健
康
相
談
」
や
経
済
問
題
な
ど
の

「
専
門
的
な
相
談
」
を
毎
月
実
施
し
て

い
ま
す
。一
人
で
悩
ん
で
抱
え
込
ま
ず
、

ま
ず
は
一
度
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、

悩
み
を
抱
え
な
が
ら
も
「
サ
イ
ン
」
を

発
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
身
近
な
人

が
気
付
き
、
支
え
、
そ
し
て
つ
な
げ
る

こ
と
で
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統

一
ダ
イ
ヤ
ル（
内
閣
府
）

☎
０
５
７
０（
０
６
４
）

５
５
６

・
出
水
保
健
所

こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す

る
相
談
・
精
神
保
健
福

祉
に
関
す
る
相
談

☎
０
９
９
６
（
６
２
）

１
６
３
６

・
鹿
児
島
県
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
こ
こ
ろ

の
問
題
や
病
気
で
困
っ

て
い
る
方
や
家
族
の
相

談
）

☎
０
９
９
（
２
１
８
）

４
７
５
５

・
鹿
児
島
県
自
殺
予
防
情

報
セ
ン
タ
ー
（
自
殺
を

考
え
て
い
る
方
・
自
死

遺
族
の
方
の
相
談
）

☎
０
９
９
（
２
２
８
）

９
５
５
８

一人で
悩む前に 相談窓口のご案内

・
こ
こ
ろ
・
つ
な
ぎ
の
会

〜
自
死
遺
族
会
〜
自
死
遺
族
の
方
の

分
か
ち
あ
い
の
会

☎
０
９
９
（
２
１
８
）
４
７
５
５

・
こ
こ
ろ
の
電
話
（
鹿
児
島
県
）

精
神
的
不
安
や
こ
こ
ろ
の
悩
み
ご
と

に
関
す
る
相
談

☎
０
９
９
（
２
２
８
）
９
５
６
６

☎
０
９
９
（
２
２
８
）
９
５
６
７

・
い
の
ち
の
電
話
（
鹿
児
島
県
）

悩
み
や
不
安
の
た
め
、
生
き
る
力
を

失
い
か
け
て
い
る
方
の
相
談

☎
０
９
９
（
２
５
０
）
７
０
０
０

・
健
康
増
進
課
　
保
健
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
２
８

（
直
通
）

・
ま
ち
の
健
康
相
談
室

（
毎
月
第
３
火
曜
日
）

午
前
９
時
30

分
〜
午
前
11

時

阿
久
根
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
心
配
ご
と
専
門
相
談

（
毎
月
第
３
水
曜
日
）

午
後
１
時
30

分
〜
午
後
４
時

阿
久
根
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
３
８
０
０

※
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
保
健
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
２
８

（
直
通
）

電

話

相

談

面

接

相

談

９
月
10
日
～
９
月
16
日
は

〝
自
殺
予
防
週
間
〟で
す
。

（人）

【年別自殺死亡率（人口10万人あたり）】
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在
宅
医
療
の
現
状
を
通
し
て
、

自
分
の
望
む
場
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
生
活
を
支
え
る
た
め

の
仕
組
み
作
り
を
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
講
師
の
中
野
先
生
は
、

本
市
脇
本
の
ご
出
身
で
す
。
鹿
児

島
市
で
定
期
的
な
訪
問
診
療
を
実

施
す
る
在
宅
医
療
専
門
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◇
日
時
　
８
月
28

日
㈭

午
後
３
時
〜

◇
場
所
　
折
多
地
区
集
会
施
設

◇
演
題

「
こ
れ
か
ら
の
阿
久
根
市
の
在
宅

医
療
を
考
え
る
」

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
３
）

１
２
７
２

■講師
医療法人ナカノ会
理事長　中野一司　先生

在
宅
医
療
講
演
会

開
催

（
入
場
無
料
）

お知らせ

８
月
は
高
温
多
湿
の
た
め
に
食
べ

物
が
い
た
み
や
す
く
、
ま
た
、
暑
さ

の
た
め
に
抵
抗
力
が
落
ち
て
し
ま
い

ま
す
。

そ
こ
で
、
健
康
管
理
に
十
分
注
意

あ
な
た
や
大
切
な
人
を
守
る
た

め
、
乳
が
ん
に
つ
い
て
学
ぶ
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
　
９
月
12

日
㈮

午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30

分

◇
場
所
　
Ａ
Ｂ
Ｃ
パ
レ
ス

◇
講
師

・
相
良
病
院
　
乳
腺
外
科

医
師
　
川
野
純
子
　
氏

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

あ
な
た
だ
け
の
乳
が
ん
で
な
く

副
理
事
長
　
原
良
田
愛
弓
　
氏

し
、次
の
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
新
鮮
な
も
の
を
購
入
す
る

②
冷
蔵
庫
に
食
品
を
詰
め
す
ぎ
な
い

③
ま
な
板
な
ど
は
熱
湯
消
毒
す
る

④
食
べ
物
は
十
分
加
熱
す
る

⑤
食
べ
る
前
に
は
必
ず
手
を
洗
う

⑥
調
理
し
た
食
品
は
、
す
み
や
か
に

食
べ
る
な
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

８
月
は
食
品
衛
生
月
間
で
す
。

◇
定
員
　
100

名
（
入
場
無
料
）

◇
託
児
（
満
２
歳
〜
小
学
３
年
生
）

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
が
、
希
望

さ
れ
る
方
は
、
９
月
５
日
㈮
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
企
画
調
整
課

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
５

（
直
通
）

・
健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
２
８

（
直
通
）

女性の
健康講座

あ
な
た
を
守
る

『
乳
が
ん
啓
発
講
演
会
』

『
乳
が
ん
』
は
、

日
本
人
女
性
が
一
番

か
か
り
や
す
い
『
が
ん
』
で
す

s健康コーナー
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移第
動
ね
ん
き
ん
相
談
所
の
開
設

（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

２
土
曜
日
「
年
金
相
談
」
の
完
全

予
約
制
開
始（
川
内
年
金
事
務
所
）

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
な
ど

の
年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
『
移
動
ね
ん
き

ん
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
に
は
、
川
内
年
金
事
務
所
の
職
員
な

ど
が
応
じ
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
予
約
の
際
は
、「
相
談
内
容
」「
氏
名
」「
基

礎
年
金
番
号
」「
連
絡
先
（
電
話
番
号
）」
な

ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
９
月
25
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

◇
場
所
　
市
民
会
館
　
第
10
会
議
室（
１
階
）

※
予
約
時
間
の
10
分
前
ま
で
に
待
合
室
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

◇
持
参
す
る
も
の

・
印
か
ん

・
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
ね
ん
き
ん
特
別

便
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど

・
本
人
確
認
の
で
き
る
資
料

※
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど

ま
た
、
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
も

必
要
で
す
。

◇
予
約
受
付
　
９
月
１
日
〜
９
月
12
日（
厳
守
）

※
予
約
受
付
先
　
市
民
環
境
課
　
住
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
８
（
直
通
）

川
内
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
相
談
の
待

ち
時
間
短
縮
、
相
談
窓
口
体
制
の
充
実
を
図

る
た
め
、第
２
土
曜
日
に
行
う
年
金
相
談
が
、

原
則
「
完
全
予
約
制
」
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

月
は
「
人
権
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
で
す

８

　 ら し の 情 報 く s「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
相
談
予
約
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

川
内
年
金
事
務
所

☎
０
９
９
６
（
２
２
）
５
２
７
６

宮
原
恵
津
子
氏
（
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ

た
ん
ぽ
ぽ
倶
楽
部
）
講
演
会

◇
日
時
　
９
月
９
日
㈫（
開
場
　
午
後
５
時
）

午
後
５
時
30
分
〜
午
後
７
時

◇
場
所
　
ホ
テ
ル
キ
ン
グ
２
階
（
出
水
市
）

◇
演
題
　「
眉
間
の
シ
ワ
よ
り
笑
い
ジ
ワ
」

◇
講
師
　
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ「
た
ん
ぽ
ぽ
倶
楽
部
」

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
　
宮
原
恵
津
子
　
氏

◇
参
加
費
　
無
料
（
先
着
200
名
）

※
入
場
す
る
に
は
、整
理
券
が
必
要
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

（公社）
北
薩
法
人
会
　
阿
久
根
支
部
事
務
局

（
阿
久
根
商
工
会
議
所
内
）

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
１
８
５

生
涯
設
計
セ
ミ
ナ
ー

聴
講
者
募
集（
参
加
費
無
料
）

高
年
齢
者
の
生
活
の
安
心
・
安
全
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

◇
対
象
者
　
55
歳
以
上
の
方
（
先
着
30
名
）

◇
日
時
　
９
月
18
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

◇
場
所
　
出
水
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
演
題
　
高
年
齢
者
の
生
活
を
守
る
法
律

知
識
「
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
」

◇
講
師
　
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
所
属

弁
護
士
　
細
谷
文
規
氏

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

（公社）
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
９
９
（
２
０
６
）
５
４
２
２

℻
０
９
９
（
２
０
６
）
５
４
１
０

平
成
27
年
成
人
式
の

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

自
分
た
ち
の
手
で
一
生
に
一
度
の
成
人
式

を
思
い
出
に
残
る
も
の
に
し
ま
せ
ん
か
。

◇
対
象
者

平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成
７
年
４
月
１

日
生
ま
れ
で
原
則
、
阿
久
根
市
に
在
住
の
方

◇
募
集
人
数
　
８
名
程
度

◇
実
行
委
員
の
仕
事

成
人
式
の
企
画
運
営
・
運
営
等

※
例
年
、
実
行
委
員
会
を
３
回
ほ
ど
開
催

し
て
い
ま
す
。

◇
募
集
期
間
　
９
月
５
日
㈮
ま
で

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
（
市
民
会
館
）

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
０
５
１

℻
０
９
９
６
（
７
２
）
３
６
８
８

阿
久
根
消
防
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

昨
年
８
月
、
福
知
山
市
で
発
生
し
た
花
火

大
会
で
の
火
災
を
踏
ま
え
、
火
を
使
用
す
る

器
具
（
ガ
ス
こ
ん
ろ
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
等
）
の

取
扱
い
や
、
屋
外
で
の
催
し
の
防
火
管
理
体

制
な
ど
が
、
今
年
８
月
１
日
か
ら
次
の
と
お

り
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
火
を
使
用
す
る
器
具
（
ガ
ス
こ
ん
ろ
、
フ

ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
）
を
祭
礼
、
縁
日
、
花
火

大
会
、
展
示
会
な
ど
の
催
し
で
使
用
す
る

際
は
、
消
火
器
を
準
備
す
る
こ
と
。

②
祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
、
展
示
会
な
ど

の
催
し
に
際
し
、
露
店
等
（
屋
台
な
ど
）

を
開
設
す
る
場
合
は
、
消
防
署
へ
届
出
を

す
る
こ
と
。

な
お
、
火
災
に
よ
る
重
大
な
被
害
が
予

想
さ
れ
る
多
く
の
人
が
集
ま
る
大
規
模

な
催
し
は
、『
指
定
催
し
』
と
指
定
さ
れ
、

そ
の
主
催
者
は
、
防
火
担
当
者
を
定
め
て

火
災
予
防
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
催

し
を
開
催
す
る
14
日
前
ま
で
に
消
防
署
へ

提
出
す
る
こ
と
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
　
警
防
課
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
０
１
１
９

小型船舶免許　更新･失効講習
９月13日㊏ 9:30～ 阿久根市民会館
　　  14:30～ 川内文化ホール

TEL（099）281-7753TEL（099）281-7753
入枝海事事務所入枝海事事務所

◎操縦免許証 ◎認印 △変更有りは住民票

更新:¥9,000 失効:¥15,000 写真は当日撮影

※
問
い
合
わ
せ
先
　
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
６
７
（
直
通
）
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　 ら し の 情 報 く s阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） s三笠支所☎0996-75-0002 s大川出張所☎0996-74-0001

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
海
区

漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
９
月

１
日
現
在
で
作
成
し
て
い
ま
す
。
漁
業
に
従

事
し
、
選
挙
権
の
あ
る
方
は
、
必
ず
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
書
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

お
よ
び
北
さ
つ
ま
漁
協
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

◇
選
挙
権
の
要
件

・
平
成
６
年
12
月
６
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

・
市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
者

・
年
に
90
日
以
上
漁
船
を
使
用
し
て
漁
業
を

営
み
、
ま
た
は
漁
業
者
の
た
め
に
漁
船
を

使
用
し
て
行
う
水
産
動
植
物
の
採
捕
若
し

く
は
養
殖
に
従
事
す
る
者

◇
申
請
期
間
　
９
月
１
日
〜
９
月
５
日
ま
で 

◇
申
請
書
の
提
出
場
所

・
市
選
挙
管
理
委
員
会

・
北
さ
つ
ま
漁
業
協
同
組
合

※
問
い
合
わ
せ
先
　
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
６
７
（
直
通
）

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

９
月
１
日
㈪
～
９
月
10
日
㈬

屋
外
広
告
物
と
は
、
広
告
板
・
塔
だ
け
で

な
く
、
建
物
の
壁
面
や
屋
上
に
表
示
し
て
い

る
も
の
、
の
ぼ
り
旗
や
立
看
板
な
ど
屋
外
に

あ
る
広
告
物
の
こ
と
で
す
。

商
業
看
板
な
ど
営
利
目
的
の
物
だ
け
が
該

当
す
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
各
種
行
事

を
宣
伝
・
広
報
す
る
ポ
ス
タ
ー
や
事
務
所
名

等
を
表
示
し
た
看
板
類
も
屋
外
広
告
物
に
該

当
し
ま
す
。

県
の
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
り
、
屋
外
広

告
物
を
設
置
す
る
場
合
は
、
許
可
申
請
が
必

要
で
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
屋
外
広
告
物
を
設
置
・
管
理
さ
れ

て
い
る
方
は
、
変
形
や
腐
食
、
破
損
等
が
な

い
か
安
全
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
建
設
課
　
管
理
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
８
３
（
直
通
）

全
国
消
費
実
態
調
査
に

ご
協
力
を

全
国
消
費
実
態
調
査
は
、
５
年
ご
と
に
国

民
生
活
の
家
計
の
実
体
を
把
握
す
る
た
め
に

行
う
統
計
調
査
で
、
今
年
の
９
月
か
ら
11
月

ま
で
の
３
か
月
間
に
渡
っ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

調
査
対
象
地
域
で
あ
る
折
口
、
多
田
地
区

お
よ
び
脇
本
地
区
の
一
部
に
居
住
し
て
い
る

世
帯
の
中
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
世
帯
が

調
査
対
象
と
な
り
ま
す
。
県
知
事
が
任
命
し

た
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
の
お
願
い
に
伺

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
し
た
内
容
は
統
計
資
料
の
作

成
以
外
の
目
的
に
は
、
使
用
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
安
心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　企
画
調
整
課
　統
計
調
査
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
５
（
直
通
）

まちのイベント紹介

８月23日(土)
～８月31日(日)

９月25日(木)
午前９時～

市民会館

大ホール

市総合運動公園
陸上競技場

問い合わせ先
生涯学習課（市民会館内）
☎0996-72-1051

小学生から一般の方までの優秀な作
品を展示しますので、ぜひお越しくださ
い。入場は無料で、午前９時から午後６
時まで開場しています。

◇参加資格　市内在住の方で、年齢・性
別は問いません。

◇申込期限　９月12日㈮午後５時必着
（先着80チーム）

※荒天の場合は、９月26日㈮に開催延期。

第16回　阿久根交通・地域安全
グラウンド・ゴルフ大会

参 加 申 込
問い合わせ先

阿久根地区交通安全協会
☎0996-73-1063

第16回　あくね洋画展

参加費　無料
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市立図書館の休館のお知らせ
内整理のため、９月15日㈪～９月22日㈪ま
で休館します。なお、休館期間中は返却ポ

ストが利用できません。本の返却は休館明けに
お願いします。

新刊案内
・『沙羅沙羅越え』	 風野　真知雄（著）

条理な運命に押し潰されない
ために。人生を切り拓くため

に。前に進まねばならない。
戦国武将・佐々成政が成し遂げ

た、厳冬期の北アルプス越えの偉
業に迫る本格歴史小説。

・『藍のエチュード』	 里見　蘭（著）
持て恋せよ芸大生！　東京藝
術大学剣道部の個性的な部員

たちが、創作や演奏、剣道に打ち
込む姿や、ままならぬ恋愛、人生
の進路に悩みもがく姿を、青春の
苦味や情動とともに爽やかに描く。

・『推定脅威』	 未須本　有生（著）
クランブル飛行中の自衛隊航
空機「ＴＦ－１」が墜落した。

事故の原因はパイロットの操縦ミ
スとされていたが、航空機メー
カーの技術者たちは不可解なもの
を感じていた。そして半年後、ふ
たたび同じ機種が墜落して…。

・『うみの100かいだてのいえ』
いわいとしお（作）

こは海に浮かぶ船の上。女の
子がカモメにえさをあげよう

としたら、テンちゃんという人形
を海に落としてしまいました。さ
あ、テンちゃんは女の子のもとへ
帰れるのでしょうか？

図書館へ行こうY 市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　午前９時～午後７時

不 ス

こ
剣

館

◆応募方法
郵送もしくはメールで、お便りをお寄せ

ください。氏名（ペンネーム可）・住所・

電話番号・年齢・性別・本紙へのご意見

やご要望などをご記入ください。なお、

掲載紙面の都合上、ご紹介できない場合

もあります。また、他者を特定する情報

は削除する場合もあります。

◆応募先
〒８９９－１６９６

阿久根市鶴見町２００番地

｢阿久根市役所総務課

きいてよY阿っくんコーナー」まで
E-mail:info@city.akune.kagoshima.jp
※フリーメールアドレスは不可。

☎０９９６－７３－１２０８（直通）

お
便
り

待
っ
て
る
よ
！

ＯＡ少年少女バレーボール団です。７月24日に、
折多小学校や鹿屋中央高校女子バレーボール部

（13名）と、私たちＮＯＡや野田、市比野、長利の
バレーボール少年団など（84名）が一緒に交流する
会を初めて開催しました。
鹿屋中央高校女子バレー部には、阿中出身で私た
ちＮＯＡのＯＢでもある宮本明日香さんもいて、と
てもいい経験ができましたよ。 （ＮＯＡ団員）

屋中央高校女子バレーボール部は、日本代表選
手の新鍋理沙選手が通っていた名門校です。こ

の交流がもとで、第二の新鍋選手が登場するのでは
と今後が楽しみです。

Ｎ

鹿

コ
ー
ナ
ー

読者のお便り紹介

きいてよY

■投稿していただいた方に抽選で
「阿っくん」キーホルダーを
プレゼントします。
※なお、一度当選された方は、抽選対

象から外れますので、ご了承ください。

交流会に参加された皆さん

【行事予定】
・９月６日㈯午後２時
バンビ教室（読み聞かせ）
・９月13日㈯午後２時
映画会

市立図書館
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「
ど
う
も
足
が
ジ
ク
ジ
ク
す
る

と
思
っ
て
い
た
ら
、
右
足
に
あ

た
っ
て
い
た
。
お
か
げ
で
半
年

間
も
学
校
に
行
け
な
か
っ
た
」

と
話
す
の
は
、
牟
田
区
の
德
田

鉄
美
¶9
さ
ん
で
す
。

今
月
の
特
集
で
ふ
れ
た
船
元

さ
ん
の
お
父
様
が
亡
く
な
ら
れ

た
空
襲
の
際
、
当
時
、
小
学
４

年
生
で
あ
っ
た
德
田
さ
ん
も
避

難
中
に
負
傷
さ
れ
ま
し
た
。

弾
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
と
の

こ
と
で
し
た
の
で
、
見
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
直
径 

12.7
ミ
リ
、
長
さ
は
60
ミ
リ
と
い

う
大
き
さ
で
、
思
わ
ず
声
を
上

げ
て
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
空
襲
で
負
傷
し
た
の
は

德
田
さ
ん
を
含
め
６
名
で
、
亡

く
な
っ
た
の
は
船
元
さ
ん
の
お

父
様
だ
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

戦
争
の
無
情
さ
を
垣
間
見
た

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。（
寺
園
）

人のうごき
７月31日現在

（　）は前月比

人　口
22,360人
（－10人）

男
10,490人
（－8人）

女
11,870人
（－2人）

世帯数
10,493世帯
（＋3世帯）

出 生	 10人
死 亡	 24人
転 入	 44人
転 出	 40人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

お
く
や
み

※
敬
称
略

謹
ん
でお悔

や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

㞍
無
　
萌ほ
の

香か

　
弘
　
一
（
尻
　
無
）

野
﨑
　
雷ら

い

雅が

　
大
　
史
（
黒
之
浜
）

川
畑
咲さ

也や

香か

　
眞
　
一
（
　
潟
　
）

春
田
真ま

那な

友と

　
達
　
也
（
　
潟
　
）

町
田
　
禅ぜ

ん

人と

　
裕
　
樹
（
上
　
原
）

福
浦
　
琥こ

珀は
く

　
平
　
喜
（
黒
之
浜
）

飯
尾
　
寛か

ん

栞な

　
章
　
寛
（
上
　
野
）

下
澤
　
結ゆ

い

人と

　
喜
　
也
（
上
　
原
）

牟
田
　
楓ふ

う

駕が

　
将
　
吾
（
牧
　
内
）

牧
内
　
實
　
96
（
牧
　
内
）
フ
ユ
ノ

巻
木
ソ
デ
ミ
86
（
牛
之
浜
）
牛
之
浜
初
子

平
田
　
一
男
94
（
横
　
手
）
一
　
美

坂
元
　
勉
　
79
（
波
　
留
）
千
年
原
恵
美

倉
津
　
長
藏
91
（
倉
　
津
）
ヤ
　
エ

楠
木
　
フ
ミ
91
（
大
　
漉
）
幸
　
一

遠
矢
　
善
一
68
（
遠
　
矢
）
時
　
子

北
岸
　
敬
藏
89
（
　
町
　
）
キ
ミ
子

濵
﨑
サ
ナ
ヱ
89
（
　
浜
　
）
彰
　
夫

松
原
　
ヒ
マ
104
（
遠
　
矢
）
一
　
敏

髙
口
　
半
二
78
（
高
之
口
）
カ
ヨ
子

桑
原
ハ
ツ
キ
ク
103
（
桑
原
城
下
）

哲

松
本
　
一
枝
82
（
大
　
丸
）
下
脇
裕
子

梶
尾
　
直
將
94
（
黒
之
浜
）
チ
　
ワ

別
府
　
公
和
61
（
大
　
尾
）
道
　
子

山
平
　
清
信
77
（
槝
之
浦
東
）
タ
ミ
子

大
石
潤
一
郎
60
（
　
浜
　
）
巻
木
國
弘

入
尾
野
フ
ヂ
93
（
　
栫
　
）
幸
　
吉

大
田
ツ
ル
エ
85
（
高
　
松
）
清
　
𠮷

奥
平
テ
ル
ヱ
94
（
中
屋
敷
）
谷
田
貞
子

　
氏
　
名
　
年齢
（
区
　
名
）
代
表
者

　
氏
　
名
　
　
保
護
者
（
区
　
名
）

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

み
ん
な
の
う
た

浴ゆ

か

た衣
娘ご

ん
　
襟え
り

足あ

し
ゾ
ク
ッ
　
惚ほ

れ
直な

え
っ 

林
田
　
夜
酔

【
唱
】
団う

ち

わ扇
片か
た

手て

い
　
椅ば
ん

子こ

で
ア
イ
ス
　
良よ

か
な
ー

浴ゆ

か

た衣
縫ぬ

て
　
着き

せ
た
孫ま
ご

見み

て
　
婆ば
ば

は
笑え

顔ご 

池
上
　
博
士

【
唱
】
直い
っ

き
彼か
れ

氏し

を
　
連つ

れ
っ
来き

や
っ
が

題　
「
浴ゆ
か
た衣

」

《
薩
摩
狂
句　

阿
ん
文
旦
会
》

德田鉄美さんの足にあ

たっていた銃弾。今も

傷痕が見える。

《
阿
久
根
俳
句
会
》

題　
「
夕
焼
」

四
つ
の
島
浮
か
べ
て
海
は
夕
焼
く
る 

中
尾
　
啓
子

夕
焼
や
し
き
り
に
姉
に
会
ひ
た
く
て 

早
瀬
　
敏
子

夕
焼
に
今
日
一
日
の
感
謝
こ
め 

下
田
　
京
子

夕
焼
に
明
日
を
占
ふ
結
の
季 

尾
上
　
ミ
ヨ

黒
髪
の
ひ
と
す
ぢ
ご
と
に
き
ざ
ま
れ
し

青
春
の
名
残
り
時
を
り
匂
ふ 

飛
松
　
保
子

初
な
り
の
一
個
の
ト
マ
ト
捥も

ぎ
く
れ
し

あ
な
た
の
心
も
サ
ラ
ダ
に
添
へ
ぬ 

亀
澤
　
笑
子

い
つ
し
か
に
巣
立
ち
ゆ
き
た
る
つ
ば
め
ら
よ

静
か
な
朝
の
ひ
と
し
ほ
淋
し 

佐
潟
　
俊
子

若
草
は
猛た

け

く
な
り
け
り
己
が
香
を

風
に
託
し
て
誰
を
待
つ
ら
む 
別
府
　
義
明

※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
仮
名
使
い
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

《
阿
久
根
短
歌
会
》
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月の元気者
モン

は、３歳から踊りを習いはじ

め、小学２年生から新星会総合企画に所

属し、市内外の公演などで引っ張りだこと

なっている『チビたま聖弥』こと砂畑聖弥さ

んです。学校等の協力もあり、年間50回ほど

の公演をこなす聖弥さんは、阿久根小学校に

通う元気な４年生です。

新星会総合企画代表の西村克子さんは、

「初めて出会ったときから『この子はいける』

と思いました。地元のテレビに出演したこと

等もあり、様々な所から多くの出演依頼がき

ています。いずれは東京のステージに立たせ

たいというのが、今の私の夢です」と聖弥さ

んへ大きな期待を寄せていました。

聖弥さんは、「キツイと思うときもあるけ

れども、自分の踊りでお客さんが喜んでもら

えるのが嬉しい。これからもがんばりたいで

す」とはにかみながら話してくれました。

今

者元気
モン

アクネの

ＦＲＥＳＨ ＳＭＩＬＥ
フレスマ プラス

＋

チビたま聖
せ い

弥
や

砂
すな

畑
ばた

 聖
せい

弥
や

さん(9)

▲福祉施設をボランティアで慰問することも多

く、聖弥さんの『岸壁の母』の踊りを見て感動し、

涙を流す方も。公演が多いときは、１日に３か所

はしご出演することもあるそうです。現在、ファ

ンクラブが結成されるほどの人気ぶりで、遠方か

らの追っかけファンまでいるとのことです。

阿久根市高松区火ノ山の旧上野製作所跡地
に、阿久根市の住民の方が利用できる施設
として10月１日にオープン予定
です。
sお問い合わせ先
社会福祉法人　顕浄会

〒899-1603
阿久根市鶴川内字山崎１４４３

電　話　０９９６　７２－２２８７
ＦＡＸ　０９９６　７２－２２８４

お気軽にお問い
合わせください

地域密着型　特別養護老人ホーム　あかり

弁
当
は
予
約
で
、
モ
ー
ニ
ン
グ･

ラ
ン
チ

も
有
り
ま
す


